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令和３年度くにたち人権月間  

企画案  

 

国立市市長室  

 

１．趣  旨  

国際連合は「世界人権宣言」採択日（ 1948 年 12 月 10 日）を「人権デー」

と定め、全ての加盟国及び関係機関が人権活動を推進するための諸行事を行

うよう要請している。国内においては法務省及び全国人権擁護委員連合会が、

同宣言の採択を記念して、 12 月 10 日を最終日とする 1 週間（12 月 4 日か

ら同月 10 日まで）を人権週間と定めて集中的な啓発活動を行っており、当

市においても、この人権週間期間に合わせて、市民の人権意識を高めるため

の事業を毎年実施している。  

本年度の人権週間事業は、「くにたち人権月間」とし、令和 3 年 11 月から

令和 4 年 1 月までの 3 か月間を期間として、人権をテーマに様々なイベント

等を行う。平成 30 年 4 月から施行している「国立市人権を尊重し多様性を

認め合う平和なまちづくり基本条例」におけるソーシャル・インクルージョ

ンの理念のもと、市民が当事者の声に触れ、自ら主体的に人権を考え、多様

性を認め合えるような地域社会を目指して取り組みを実施する。  

具体的には、在日コリアン、しょうがいしゃ、被差別部落出身者、アイヌ

といった当事者が“語り部”となり、市内各所や学校等で自らの体験を語り

継ぐことを通して、市民が考え深めたことを「くにたち人権サミット（仮）」

の場で共有することを目指す。  

実施にあたっては市民の実行委員会と市長室とで協議を重ねて企画を立

てることとする。  

 

２．期間  

  令和 3（2021）年 11 月～令和 4（2022）年 1 月  

 

３．スローガン  

 

 

 

 

 

 

 

 

くにたち人権月間 

【スローガン】 

「キラリ☆人権 ソーシャル・インクルージョンのまちくにたち」 

【サブスローガン】 

「じんけんって だれもがもってる だいじなもの」 
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４．人権課題解決のために：ポイント  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．具体的な企画内容  

【企画１】実行委員会企画  

 

 オープニング企画①～みんなでつくるじんけんセレモニー～（仮）   

 前半は、「差別の問題は、マジョリティ側の問題」として研究をされて

いる出口真紀子さんにお話をいただきます。  

 後半は、マイノリティ当事者が次々に舞台にあがり、人権月間をもり

あげるセレモニーをおこないます。  

日時  12 月 6 日 (月 )午後 6 時～午後 8 時半 (午後 5 時半開場 ) 

場所  くにたち市民芸術小ホール  

定員  100 名 (申込先着順 ) 

第 1 部：記念講演「マジョリティ特権と私たちの人権」  

講師  出口真紀子氏 (上智大学外国語学部教授 ) 

第 2 部：セレモニー  

宇佐照代氏によるアイヌの歌・踊りとムックリ演奏、ワン

ステップかたつむりによるダンスパフォーマンス、部落解

放同盟国立支部のアピール、オモニ会有志のアピール等  

企画・共催  くにたち人権月間 2021 市民実行委員会  

 

 オープニング企画②～じんけん映画会～（仮）  

日時  12 月 7 日 (火 )午後 1 時 50 分～ (開場は各回 15 分前 ) 

場所  くにたち市民芸術小ホール  

定員  各回 100 名 (申込先着順 ) 

企画・共催  くにたち人権月間 2021 市民実行委員会  

回・時間 上映作品等 内容 

かかわる・かたる・かんがえる 

被当事者の立ち

位置を「特権」と

して捉えなおし

てみる 

子どもたちが主

体的に人権を考

える機会をつく

る 

当事者の声を聞

く・発信する・記

録する 

考えたことのア

ウトプット、その

先のアクション

へ 

11月のテーマは「かんがえる」、12月のテーマは「かたる」、１月のテーマは「かかわる」 
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 オープニングイベント③～オンステージ企画～（仮）  

日時  12 月 8 日 (水 )午後 3 時～ (開場は各回 30 分前 ) 

場所  くにたち市民芸術小ホール  

定員  各回 100 名 (申込先着順 ) 

企画・共催  くにたち人権月間 2021 市民実行委員会  

  

【映画会１】 

13：50～14：50 

ＤＶＤ「シマフクロウとサケ」(35 分)

と宇梶静江さん(古布絵作家)インタビュ

ー映像(21分) 

アイヌの伝統刺繍をいかした古布絵の

世界。アイヌの精神性と豊かな生き方

を作家・宇梶静江さんが語ります。 

【映画会 2】 

15：20～17：00 

映画「いろとりどりの親子」(93分) 自閉症、ダウン症、低身長症、LGBT

などさまざまな「違い」を学んでいく

6 組の家族に光をあてたドキュメンタ

リー作品。 

【映画会 3】 

17：30～18：30 

ＤＶＤ「シマフクロウとサケ」(35 分)

と宇梶静江さん(古布絵作家)インタビュ

ー映像(21分) 

アイヌの伝統刺繍をいかした古布絵の

世界。アイヌの精神性と豊かな生き方

を作家・宇梶静江さんが語ります。 

【映画会 4】 

19：00～20：30 

人権ビデオ「被差別民が担った文化と芸

能～日本文化の地下伏流」(43 分)、「チ

ャランケ～アイヌ民族の人権」(40 分)

と金聖雄(キム・ソンウン)監督のトーク 

部落差別問題とアイヌの人権を映像を

通して考えます。さまざまな人権をテ

ーマに映画・テレビ等の映像制作を続

ける金監督による作品解説も。 

回・時間 タイトル 内容 

【ステージ１】 

15：00～16：00 

「ともだちになりたか

ったんだ」心のせかい 

国立のしょうがいしゃ、よこすけさんと妹のみちくりさ

んの絵本の世界を、オイリュトミーで描きました。（チェ

ロ・山崎明子、ピアノ・上田早智子ほか） 

【ステージ 2】 

17：00～19：00 

国立市子ども基本条例

に「子どもの権利条約」

を活かすためのシンポ

ジウム（仮） 

国立市が「子どもの権利条約」を活かして子ども条例を

作るためのシンポジウム。講師：世取山洋介氏（新潟大

学）主催 子どもの権利条約を活かした条例を国立でつく

る会 

【ステージ 3】 

19：30～21：00 

星の王子さまかたつむ

り人権バージョン 

星の王子さまが星を廻りながら人と関わり、人権を学ん

でいくお話です。主催 NPO 法人ワンステップかたつむ

り 

【ロビー展示】 

9：00～20：30 

絵本「ともだちになり

たかったんだ」原画展 

昨春に出版された国立のしょうがいしゃ、よこすけさん

と妹のみちくりさんの絵本の原画展です。主催 新しい空 
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 くにたち人権サミット（仮）  

日時：1 月 26 日（水）午後 6 時～8 時（予定）  

会場：くにたち市民芸術小ホール  

定員  各回 100 名 (申込先着順 ) 

 活動報告：①実行委員、②団体、③学校など  

 基調メッセージ：炭谷茂氏（社会福祉法人恩賜財団済生会理事長、国

立市人権・平和のまちづくり審議会委員）  

 シンポジウム：炭谷茂氏、国立市長  他  

企画・共催  くにたち人権月間 2021 市民実行委員会  

 

【企画２】市民による人権イベントの開催  

人権をテーマに自主講座・イベントを行う団体企画。  

 期間：令和 3（2021）年 11 月～令和 4（2022）年 1 月  

 会場：くにたち市民芸術小ホール、国立市公民館等  

 

 アイヌ写真展  

写真家・井口康弘氏によるアイヌの人々を追った写真展を開催します。

ニュージーランドのマオリ民族とアイヌ民族の交流を写真を通して伝え

ます。入場自由。  

日時  ①12 月 4 日（土）、5 日（日）、②12 月 6 日（月）、7 日（火）  

場所  ①国立市公民館  ロビー  

②くにたち市民芸術小ホール  ロビー  

主催  「生きる権利を市民の手で！」の会  

問合  090-3804-4991（押田）  

 

 どうなってるの？子どもの性をとりまく環境  

今、学校の中で性教育はどのように行われているか。子どもの性をと

りまく環境と課題について学びます。  

日時  12 月 11 日（土）午後 1 時半〜 4 時半  

場所  国立市公民館  講座室  

定員  25 名（申込先着順）  

講師  徳永恭子（大妻女子大学人間生活文化研究所研究員）  

主催  スペース F・子どもの権利条約を読む会  

申込先  042-507-4414（スペース F）※申込締切は 12 月 10 日（金）  

 

 人権視点からの LGBTQ 

人権の観点から LGBTQ が抱える諸問題についてフォーカスする。  

日時  1 月 24 日（月）午後 6 時〜8 時  
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場所  くにたち市民芸術小ホール  

定員  100 名（申込先着順）  

講師  レイチェル・ダムール（ドラァグクイーン）他  

主催  定禅寺かるま  

 

  ※他にも市民団体が検討中の企画あり。  

 

【企画３】学校出張“語り部”講話  

 期間  令和 3 年 11 月～令和 4 年 1 月  

 対象  国立市立小中学校の児童・生徒  

※教員向けの研修にも対応可。  

 講話テーマ  

（１）アイヌ民族の歴史と文化を知る  

（２）しょうがい当事者が語る差別の歴史  

（３）朝鮮学校ってどんなところ？～ルーツを大切に生きること～  

（４）子どもの味方！人権セッション  

（５）性の多様性を考える  

ほか  

 実施予定：三井絹子さん（ワンステップかたつむり）による講話  

 （１）11 月 8 日（月）  対象：市立小中学校教員  

 （２）11 月 30 日（火）  対象：国立市立第一小学校 6 年生  

 

【企画４】各部署による事業（10 月 26 日現在）  

 

部署名  
市長室男女平等・女性支援担当  

子育て支援課子ども家庭支援センター  

テーマ・内容  ＤＶ防止・児童虐待防止パネル展（ダブルリボンキャンペーン） 

日時  ① 11 月 11 日～ 17 日  ② 11 月 1 日～ 25 日  ③ 11 月 22 日～ 30 日  

会場  
①旧国立駅舎（ライトアップあり） ②国立駅前市民プラザ  ③

国立市役所ロビー  

 

部署名  児童青少年課児童・青少年係  

テーマ・内容  子どもサミット：子ども権利条約「差別の禁止ってなに？」  

日時  12 月 19 日（日）午後  

会場  国立市役所  第 1・ 2 会議室  

対象  市内在住の小学生  
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部署名  公民館  

テーマ・内容  インターネットと中傷被害を考える  

日時  11 月 27 日（土）午前 10 時～ 12 時  

会場  国立市公民館講座室  

講師  佐藤佳弘氏（武蔵野大学名誉教授）  

 

部署名  公民館  

テーマ・内容  
ろうの両親から生まれたぼくが“聴こえる世界”と“聴こえな

い世界”を行き来して考えた 30 のこと  

日時  11 月 21 日（日）午後 2 時～ 4 時  

会場  国立市公民館  講座室  

講師  五十嵐大氏（ライター、エッセイスト）  

 

部署名  オンブズマン事務局  

テーマ・内容  子どもの権利ワークショップ  

日時  1 月 6 日（木）午後  

会場  国立駅前市民プラザ  オープンスペース  

対象  
小学校低学年と高学年に分けてプログラムを実施。  

運営に高校生・大学生に関わってもらう。  

 

部署名  市長室平和・人権・ダイバーシティ推進係（検討中）  

テーマ・内容  子どもたちの人権作文・メッセージ展示  

日時  1 月上旬（予定）  

会場  国立市公民館  または  国立駅前市民プラザ  

 

部署名  市長室男女平等・女性支援担当（検討中）  

テーマ・内容  ＩＫＥＡの社会支援事業と市の女性支援をテーマに  

日時  1 月下旬（予定）  

会場  国立駅前市民プラザ  オープンスペース  

 

以  上  


